
◆期首会員数　     　35名         ◆入会者　          0名      ◆退会者　  0名　     ◆現在　　35名 

Nagasaki West Rotary Club Weekly Report

長崎西ロータリークラブ　2024年11月5日　 第1823例会　No16

四つのテスト　現行はこれに照らしてから　1.真実かどうか　2.みんなに公平か　3.好意と友情を深めるか　4.みんなのためになるかどうか

◆11/5例会出席     15名　       ◆免除者出席 　  5名　       ◆欠   席    20名           ◆出席率 　50.00%　
　

◆司会　　柳龍一郎さん　　　◆四つのテスト 岩田伸治さん　　　◆ご来訪ロータリアン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
◆会長挨拶　　　 中西祥之会長　

◆マルチプルポールハリスフェロー表彰

◆幹事報告　　久田松春樹幹事　    

皆さんこんにちは。8月20日の会長挨拶のときに、我が家に

は、トイプードルとチワワのミックスで、真っ白な6歳の犬が

いるというお話をさせていただきました。今 回は、この我が

家の犬に関する第２弾のお話をしたいと思います。前提とし

て、我が家の状況について少しお話ししますと、我が家の

構成は、私、妻、高校３年生の息子、中学３年生の娘、とい

う４人となります。そして、子ども達は２人とも佐賀県唐津市

にある同じ学校に通っていることから、２年半くらい前から、

妻は唐津で子ども達と一緒に暮らし、長崎の家には、私と

犬だけが住んでいるという状 況になっています。この前お

話ししたとおり、我が家のお犬様にとっての序列は、第１位

は妻、第２位が娘、第３位タイが息子とお犬様、第５位が

私、となっています。このお犬様より私が下であるという序列

は、色んな場面で顕著に表れてきます。まずは、帰宅した

場面です。普段は、私とお犬様の二人暮らしですので、お

犬様が家でお留守番していて、私が夜帰宅します。普通の

犬は、一日家で待っていて、飼い主が帰宅したら、玄関ま

でお迎えにきて、尻尾を盛大に振って「おかえり！待ってた

よ！」という態度を示すものだと思います。私が子どもの頃

に飼っていた犬もそうでした。しかし、我が家のお犬様は、

私が玄 関のドアを開けても、お迎えに来ることはありませ

ん。これまで一度もありません。お犬様は普段リビングにい

るのですが、私が廊下を通って、リビングの扉を開けたとき

の反 応は２パターンです。１つは、ソファでくつろいだ状 態

で、こっちを凝視して、「お前誰や！勝手に入ってくるな！」

と言わんばかりに睨み付ける。２つ目のパターンは、ソファ

から立ち上がって「いま何時だと思ってるんや！ご飯はどう

なったんや！」と言わんばかりに吠えまくる。この２パターン

です。そして、私が「ただいま」と言いながら近寄ると、何と、

逃げていきます。仕方なく、２階に上がって、着替えて１階

に降りると、今度は、ひたすら私の後をついてきます。洗面

所で手を洗っているときは、真後ろにいます。その後、リビ 

　  創立40周年実行委員会報告　
　　久田松春樹４０周年実行委員会事務局長

ングに行ってカーテンを引いたりしている間も、後ろをついて

きます。テレビをつけて、夕飯の準備をしているときは、私とテ

レビの間に座って、こちらを凝視しています。これは、撫でて

ほしいとか甘えたいという意思表示ではなく、すべて、早く夕

飯をもらうためのみの行動です。その証拠に、夕飯をあげた

後は、全く近寄ってきません。完全に無視されます。私が近

寄って撫でようとすると、「気安く触るな！」と言って怒って逃

げていきます。でも、週に何回かだけ、ご飯の後に近寄ってく

ることがあります。そのときは、ひたすら 頭 のマッサージをさせ

られます。疲れて中断すると睨み付けられます。普通は、犬は

飼い主の癒やしになるはずなのですが、私にとってはストレス

が溜まる存在になっています。また折りを見て第３弾のお話し

をさせていただきます。 

①来週11/12(火)の例会は、定款第７条第１節により休会で
す。事務局が11/11(月)にお休みします。 

◇校正について　本来なら全原稿が入稿し第１回目の校正　　　　　　

に入っているスケジュール。印刷会社は11/8までの入稿　　　　　

待つその後、校正に入る。未提出の原稿と写真は、11/8　　　　　

までに入稿をしてもらうよう分担して呼び掛ける。記念誌は　　　　

当初25年１月に完成、配布予定だったが、年内、完成・配 

　　　　布を目指す。 

  

 
 

◆結婚・誕生・入会祝い　11/3～11/16

【結婚・誕生・入会祝】  

　許斐義彦さん  

記念事業部会記念誌寄稿進捗状況（柳部会長） 

＊表紙デザイン、全体レイアウト案提示 

◇内容について　・各自から頂いた原稿を貼り付けている。

事業名等、詳細な確認は必要。・マリア園への奉仕活動に　

ついて短期間の記録はあるが、経緯を含め長期間にわたる

記録がなく４０周年を機に残しても良いのではないか。三宅

さんへのインタビューを行い掲載する。◇校正について　 

本来なら全原稿が入稿し第１回目の校正に入っているスケ

ジュール。印刷会社は11/8までの入稿待つその後、校正に

入る。未提出の原稿と写真は、11/8までに入稿をしてもらう

よう分担して呼び掛ける。記念誌は当初25年１月に完成、配

布予定だったが、年内、完成・配布を目指す。 

 

 



四つのテストの唱和
言行はこれに照らしてから
ひとつ　真実かどうか

ふたつ　みんなに公平か

みっつ　好意と友情を深めるか

よっつ　みんなのためになるかどうか
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四つのテストは、まず、「言行はこれに照らしてから」と唱和し、
ひとつ、真実かどうか　ひとつ、みんなに公平かではなく、 
ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつと唱和をお願いします。 

◆ハイライトよねやま　295号　　

卓話

これからのスケジュール

　ニコニコ箱　　　　　目標　1,200,000円 11/5　　 7,000円　　  　   累計 　350,000円

　ロータリー財団寄付　目標  １人150ドル/年間 11/5　    　5,000円　　    累計　  77,000円

　米山記念奨学寄付　　目標  １人16,000円/年間　 11/5　   　 5,000円　        累計　  90,000円

◆会長　中西祥之　幹事　久田松春樹　◆創立：昭和 59 年 10 月 2 日 ◆事務局住所：長崎市東古川町 4 - 16 フジビル 202
◆事務局連絡先: Tel:095-828-1091　 Fax:095-824-5520　◆e-mail:nwrc2740@ngs2.cncm.ne.jp
◆例会：【火】12時30分～13時30分　◆例会場:ホテルニュー長崎 　Tel:095-826 -8000　　
◆作成:公共イメージ Pプロジェクト委員会/クラブ会報委員会  ◆委員長:野崎地平　◆編集:事務局　中田久美子

◆米山奨学金支給並びに近況報告
　　　　　　　イマンさん(マレーシア) 

みなさんこんにちは。米山奨学生のイマンです。これまでの

近況報告では、学業のことばかりについて話していました

が、今回は、学業以外にすごくワクワクしたことがあったの

で、今回はそれについて話そうと思います。つい先日、長

崎大学の学園祭が開催されました。去年と一昨年は、全学

書 道 部のメンバーとして書 道パフォーマンスをさせていた

だきましたが、今年はマレーシア人留学生を全員集めて、

一緒にマレーシア料理を売る屋台を開くことになりました！

それで、私たちの予想を遥かに超えまして、元々２日間か

けて売る予 定だった材 料を、わずか４時 間で完 売しまし

た！本 当にびっくりしましたが、すごく楽しかったでです。

長崎のみなさんがマレーシア料理を気に入ってくださって

感謝しかないです。今回はそれほど材料を準備していな

かったので、また 来 年 リベンジしようと 思 っています！　　　　　　

以上、近況報告でした。今月もよろしくお願いいたします。 

 

ゴルフ同好会第２回コンペ開催

◆ニコニコ箱　

■中西祥之さん　許斐先生、本日の卓話よろしくお願いしま

す!楽しみにしております! 

■許斐義彦さん　トリプルお祝いをいただきまして、ありがとう

ございます。 

私の愉楽 　 

「海軍士官ピエロ・ロチが長崎を舞台に書い

た小説｢お菊さん｣に出てくる　長崎の名所」 

9月7日、第2580地区・第 2620 地区合同の柿田川湧水公 

園清掃奉仕作業が実施され、米山奨学生・学友61人を含

む210 人が参加しました。この清掃活 動は、地元の沼津

柿田川ＲＣの 創立 35 周年記念事業として 2015 年から

始まったもので、今回で8回目の開催となりました(20年、

21年はコロナで中止)。 参加者たちは、静岡県駿東郡の

清水町地域交 清掃活動中の奨学生たち 流センターで川

の生態系と外来種について清水町役場の職員からレク

チャーを受け、柿田川湧 水公園へ移動。3班に分かれ、

一級河川である柿田川の外来種駆 除、川辺の外来種駆

除、公園の散策をローテーションで行いま した。米山奨学

生たちは、参加したカウンセラーと一緒に清掃を行い、奉

仕活動をしながら親 睦を深める有意義な時間となりまし

た。 

地区合同の清掃活動で柿田川をきれいに

会員卓話　　　　

許斐義彦さん


